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１．はじめに 

富士山は日本を代表する活火山である．300 年前の宝

永噴火以降，現在まで静かな状況が続いているが，2000

年 10 月から 2001 年 5 月にかけて，低周波地震が多発

するなど改めて活火山であることが再認識された．

2021 年 3 月に富士山ハザードマップが改定された 1)．

この改定により，富士山噴火に伴う火山現象の影響範

囲が拡大するとともに，溶岩流は富士吉田市街地に最

短 45 分で到達する可能性があることが示された．富士

山は，想定される噴火様式，規模がさまざまであり，事

前に火口が特定できない 2)．そのため，住民の安全を確

保するためには，噴火後，溶岩流が到達する前に，溶岩

流の影響範囲に居住する住民は全員避難することが求

められる．しかしながら，溶岩流から避難が必要となる

曝露人口は，火口位置と噴火規模に加えて，溶岩流が到

達するまでの時間の関係となる．避難計画を検討する

ためには，溶岩流の影響範囲にどれだけの人口がいる

のかを試算することが重要である． 

改定された富士山ハザードマップ 1)では，溶岩流ドリ

ルマップは示されているが，曝露人口については検討

されていない．そこで本研究では，溶岩流における曝露

人口の算定を行うこととする． 

 

2．目的 

 本研究は，富士山噴火時の住民の安全確保と効率的

な避難計画の検討に資する知見を得る事を目的として，

富士山噴火を想定した溶岩流曝露人口を算定すること

である． 

 

3．研究方法 

(1)対象地域 

 富士山山麓地域で山梨県側でもっとも人口の多い富

士吉田市とする． 

 (2)方法 

本研究では地理情報システムを用いて，溶岩流シミ

ュレーション結果から富士吉田市への影響範囲を把握

し，2015 年の国勢調査人口データ３）と重ね合わせて，

溶岩流の曝露人口を抽出する．具体的には以下に述べ

る． 

① 山梨県富士山科学研究所から提供された溶岩流

シミュレーション結果を用いて，地理情報シス

テムにより富士吉田市に影響が大きい小規模噴

火溶岩流 3 ケース（S25，S26，S27）と中規模噴

火溶岩流 2 ケース（M22，M28）を選定した（図

1）． 

② 溶岩流シミュレーションの想定通りに溶岩流の

流下しない可能性がある．さらに流下した溶岩

流に囲まれ孤立する可能性がある地域も避難の

必要があると考える．そのため本研究では，溶岩

 
図 1 富士吉田市と富士山噴火による溶岩流シミュ

レーション（S25, S26, S27, M22, M28） 
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流シミュレーションに基づき，100ｍから 500ｍ

まで 100ｍごとにバッファーエリアを設定し

た． 

③ バッファーエリアと人口データを空間結合し，

時間経過ごとに曝露人口を算定した． 

 

4．分析結果 

4．1小規模噴火溶岩流における曝露人口 

図 2 に小規模溶岩流の曝露人口の算定結果を示す． 

まず，各ケースの共通点について説明する．横軸の時

間帯の趨勢分析より見れば，0.5時間より 12時間まで，

時間に伴い，曝露人口が右上がりに増加している．バッ

ファーエリアが拡大すると曝露人口も増加する． 

今回選定した小規模溶岩流のうち，S26のケースの曝

露人口が最も多く，噴火後 12 時間で，曝露人口は９千

人～2 万人となる結果となった． 

4．2中規模噴火溶岩流における曝露人口 

図 3 に中規模溶岩流の曝露人口の算出結果を示す． 

今回選定した中規模溶岩流のうち，M22のケースの曝

露人口が最も多く，噴火後 12 時間で，曝露人口は 1万

人～2 万 2 千人となる結果となった． 

12 時間点の S25 とＭ22 の曝露人口を比較すると，

Ｍ22 が 22,379 人，S25 は 20,206 であり，Ｍ22 のほ

うが高い結果であった．しかし，4.5 時間までの曝露人

口を比較すると，Ｍ22 が 11,124 人，S25 は 11,425人

であり，S25 に方が高い．この結果は，S25 の溶岩流シ

ミュレーション開始地点が市街地に近い地点であるこ

とが要因として考えられる．したがって，火口の位置が

市街地に近い場合，たとえ小規模な溶岩流であっても，

短い時間で市街地に影響を与えることが示された． 

M28 の火口は富士吉田市街地に遠いため，M22 と比べ，

周辺の住民に与える影響がより小さく，曝露人口は少

ないことがわかる． 

 

5．まとめ 

本研究では，富士吉田市を対象に溶岩流シミュレー

ション結果と人口データを用いて，小規模溶岩流と中

規模溶岩流の曝露人口を試算した．中規模溶岩流の到

達範囲は小規模溶岩流よりも広いため，中規模溶岩流

の危険性が大きいと考えられた．しかし，S25 小規模溶

岩流の 4.5時間での曝露人口は中規模溶岩流に上回り，

住民への危険性も高いことが示された．今後は抽出さ

れた曝露人口から避難時間と高齢者の避難ルートを分

析する予定である．また，今回は昼間の人口データで曝

露人口を試算した．時間帯や季節等の影響を考慮した

曝露人口の試算は今後の課題とする． 
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図 2 小規模噴火溶岩流における曝露人口 

 

図 3 中規模溶岩流での曝露人口 
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